
     

                         

                          

       

各
地
の
闘
い
の
報
告 

画
期
的
勝
訴
！ 

い
の
と
り
・
大
阪
地
裁

判
決 

 
 

大
阪
弁
護
団
事
務
局
長 

和
田
信
也 

１ 

は
じ
め
に 

２
０
２
１
年
２
月
２
２
日
，
大
阪
地
方
裁
判

所
第
２
民
事
部
（
森
鍵
一
裁
判
長
）
は
，
生
活

保
護
基
準
の
引
下
げ
処
分
の
取
り
消
し
と
国

家
賠
償
請
求
を
求
め
た
原
告
の
請
求
に
対
し
，

国
家
賠
償
請
求
は
棄
却
し
た
も
の
の
，
厚
労
大

臣
の
「
裁
量
権
の
範
囲
の
逸
脱
又
は
そ
の
濫
用

が
あ
る
」
と
し
て
，
生
活
保
護
基
準
の
引
下
げ

処
分
の
違
法
を
認
め
て
，
こ
れ
を
取
り
消
す
判

決
を
言
い
渡
し
た
。 

本
判
決
は
，
生
活
保
護
基
準
を
定
め
た
厚
労

大
臣
の
告
示
の
違
法
性
を
認
め
た
点
で
，
画
期

的
な
判
決
で
あ
り
，
同
種
事
件
の
判
決
で
あ
る

令
和
２
年
６
月
２
５
日
の
名
古
屋
地
裁
判
決

を
克
服
し
た
重
要
な
判
決
で
あ
る
。 

２ 

本
判
決
の
判
断
枠
組
み 

本
判
決
は
，
い
わ
ゆ
る
堀
木
訴
訟
（
最
高
裁

昭
和
５
７
年
７
月
７
日
民
集
３
６
巻
７
号
１

２
３
５
頁
）
及
び
老
齢
加
算
廃
止
訴
訟
（
最
高

裁
平
成
２
４
年
４
月
２
日
）
の
判
例
を
引
用
し
，

厚
労
大
臣
に
裁
量
を
認
め
、「
主
と
し
て
保
護

基
準
の
改
定
に
至
る
判
断
の
過
程
及
び
手
続

に
過
誤
，
欠
落
が
あ
る
か
否
か
等
の
観
点
か
ら
，

統
計
等
の
客
観
的
な
数
値
等
と
の
合
理
的
関

連
性
や
専
門
的
知
見
と
の
整
合
性
の
有
無
等 

に
つ
い
て
審
査
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
判
示
し
，

従
前
の
判
例
（
平
成
２
４
年
４
月
２
日
の
老
齢

加
算
廃
止
訴
訟
最
高
裁
判
決
）
と
同
様
の
立
場

を
と
っ
た
。 

３ 

デ
フ
レ
調
整
の
違
法
性 

し
か
し
，
本
判
決
は
，
老
齢
加
算
廃
止
訴
訟

と
は
異
な
り
，
統
計
等
の
客
観
的
な
数
値
等
と

の
合
理
的
関
連
性
や
専
門
的
知
見
と
の
整
合

性
が
な
い
と
し
て
，
当
該
告
示
に
基
づ
く
処
分

の
違
法
を
認
め
，
こ
れ
を
取
り
消
し
た
。 

本
判
決
が
問
題
視
し
た
の
は
，「
デ
フ
レ
調

整
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
，
①
平
成
２
０
年
を

起
点
と
し
て
，
平
成
２
３
年
の
物
価
と
比
較
し

た
点
，
②
「
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
」
を
用
い
，

物
価
下
落
を
△
４
．
７
８
％
と
計
算
し
た
点
の

２
点
で
あ
る
。 

４ 

平
成
２
０
年
を
起
点
と
し
た
点
に
つ
い

て 

本
判
決
は
，「
平
成
２
０
年
は
，…

多
く
の
食

料
品
目
の
物
価
が
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
，
消

費
者
物
価
指
数
（
総
合
指
数
）
が
１
１
年
ぶ
り

に
１
％
を
超
え
る
上
昇
と
な
っ
た
年
で
あ
り
，

…

特
異
な
物
価
上
昇
が
織
り
込
ま
れ
て
物
価

の
下
落
率
が
大
き
く
な
る
こ
と
は
，…

明
ら
か

で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
，
こ
の
平
成
２
０
年
の

特
異
な
物
価
上
昇
の
点
を
何
ら
配
慮
し
な
か

っ
た
点
に
お
い
て
，
統
計
な
ど
の
客
観
的
な
数

値
等
と
の
合
理
的
関
連
性
や
専
門
的
知
見
と

の
整
合
性
を
欠
く
と
判
断
し
た
。 

５ 

生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
を
用
い
た
点
に

つ
い
て 

（
１
）
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
と
は
，
総
務
省

が
作
成
す
る
消
費
者
物
価
指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
を

基
礎
に
，
今
回
の
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
の

た
め
に
厚
労
省
が
新
た
に
作
成
し
た
物
価
指

数
で
あ
る
。 

総
務
省
が
作
成
す
る
消
費
者
物
価
指
数
は
，

一
般
家
庭
が
何
を
ど
の
程
度
購
入
す
る
か
を
，

家
計
調
査
を
基
礎
に
算
出
し
，
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
価
格
を
指
数
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
，
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
，
家
計

調
査
の
対
象
と
な
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
，

生
活
扶
助
費
の
支
給
対
象
と
な
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
み
に
限
定
し
て
，
そ
の
価
格
を
指
数
で

示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

（
２
）
消
費
者
物
価
指
数
で
は
，
平
成
２
０
年

か
ら
平
成
２
３
年
に
か
け
て
の
物
価
変
動
は

△
２
．
３
５
％
で
あ
っ
た
が
，
厚
労
省
作
成
に

よ
る
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
で
は
，
△
４
．
７

８
％
と
大
き
く
下
落
し
て
い
た
。 

下
落
率
の
違
い
に
着
目
し
た
本
判
決
は
，
生

活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
を
利
用
し
て
生
活
扶
助

基
準
を
改
訂
す
る
こ
と
は
，
一
般
的
世
帯
よ
り

も
被
保
護
者
世
帯
の
方
が
物
価
の
下
落
に
よ

る
実
質
的
な
可
処
分
所
得
の
増
加
と
い
う
影

響
を
強
く
受
け
る
こ
と
（
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
の
に
要
す
る
費
用
の
減
少
割
合
が
一
般

的
世
帯
の
消
費
支
出
の
減
少
割
合
よ
り
も
大

き
い
こ
と
）
を
前
提
と
し
て
い
る
と
し
、
こ
れ

を
裏
付
け
る
統
計
や
専
門
家
の
作
成
し
た
資

料
等
は
な
い
と
判
示
し
た
。 

（
３
）
さ
ら
に
、
本
判
決
は
、
生
活
扶
助
相
当

Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
下
落
率
が
，
消
費
者
物
価
指
数
よ
り

も
著
し
く
大
き
く
な
っ
た
理
由
を
，
自
ら
統
計

を
用
い
て
計
算
し
，
教
養
娯
楽
の
費
目
（
テ
レ

ビ
，
ビ
デ
オ
レ
コ
ー
ダ
ー
，
パ
ソ
コ
ン
等
）
の

物
価
の
大
幅
な
下
落
が
，
最
大
の
原
因
で
あ
る

と
判
断
し
た
（
支
出
に
占
め
る
教
養
娯
楽
の
割

合
は
，
一
般
的
世
帯
は
１
１
．
４
５
％
に
対
し
，

被
保
護
者
世
帯
で
は
，
わ
ず
か
に
５
．
６
～
６
．

４
％
で
あ
っ
た
。）。 

（
４
）
上
記
計
算
に
あ
た
っ
て
は
，
社
会
保
障

生
計
調
査
が
基
礎
資
料
と
さ
れ
た
。
本
判
決
は
，

同
調
査
が
網
羅
的
な
統
計
で
は
な
い
こ
と
を

認
め
な
が
ら
，
少
な
く
と
も
，
被
保
護
者
世
帯

で
は
，
教
養
娯
楽
の
支
出
が
相
当
低
い
と
い
う

特
徴
（
統
計
等
の
客
観
的
な
数
値
）
を
見
出
す

第
七
十
一
号 

二
〇
二
一
年
四
三
月
発
行 

○
発
行 

全
国
生
活
保
護
裁
判
連
絡
会 

○
事
務
局 

つ
く
し
法
律
事
務
所 

 
 
 

（
〇
七
五 

二
四
一 

二
二
四
四
） 

生
保
裁
判
連 

ニ
ュ
ー
ス 

     

全国生活保護裁判連絡会・第２７回総会は奈良で開催予定！！ 

全国生活保護裁判連絡会（生保裁判連）の２０２１年総会・交流会は、 

２０２１年１１月６日（土）午前９時３０分から 

の予定で、奈良県（場所未定）で開催されます。 

新型コロナウイルス感染症問題の収束が見えない中、昨年度に引き続きオンラインを活用する形での実

施を予定しております。ぜひお楽しみに。 

 

そして、第２７回総会・交流会のプレ集会は！ 

今秋開催予定の全国生活保護裁判連絡会第２７回総会・交流会に先立ち、同連絡会主催のプレ集会が、

２０２１年６月２０日（日）午後、奈良県生駒市で開催予定です。 

座席間隔を十分に取るなど、新型コロナウイルスの感染拡大防止措置を図った上で開催予定です。 

ふるってご参加下さい！ 

 

 



こ
と
は
で
き
，
そ
の
特
徴
（
統
計
等
の
客
観
的

な
数
値
）
に
整
合
す
る
よ
う
専
門
的
知
見
を
駆

使
し
た
形
で
生
活
扶
助
基
準
の
改
定
を
試
み

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
こ
と
、
そ
う
し
て
初
め
て
，

統
計
等
と
の
客
観
的
な
数
値
等
と
の
合
理
的

関
連
性
を
備
え
，
か
つ
，
専
門
的
知
見
と
整
合

し
た
も
の
に
達
す
る
と
判
示
し
た
。 

加
え
て
，
本
判
決
は
、
統
計
等
の
客
観
的
な

数
値
に
真
摯
に
向
き
合
い
，
専
門
的
知
見
に
基

づ
い
て
冷
静
に
分
析
す
れ
ば
，
探
知
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
判
示
し
，
統
計
を
軽
視
し
た
国
を

厳
し
く
批
判
し
た
。 

６ 

本
判
決
の
評
価 

本
判
決
は
，
統
計
か
ら
読
み
取
る
べ
き
特
徴

や
傾
向
を
も
踏
ま
え
な
け
れ
ば
，
違
法
が
あ
る

と
し
た
点
で
，
厚
労
大
臣
の
裁
量
権
の
範
囲
を

厳
し
く
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
質
的
に
は
，

専
門
家
に
よ
る
専
門
的
知
見
を
踏
ま
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
に
等
し
く
、
画
期

的
な
判
決
で
あ
る
。 

   .               

相
次
ぐ
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
刑

事
事
件 

 
 
 
 
 

吉
永 

純
（
花
園
大
学
） 

２
０
２
０
年
１
２
月
２
２
日
に
、
大
津
地
裁

で
滋
賀
県
米
原
市
の
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
（
以
下
、
Ｃ
Ｗ
）
が
、
生
活
保
護
利
用
者

に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
不
当
要
求
に
抗
し
き
れ
ず
、

職
場
の
組
織
的
支
援
が
不
十
分
な
下
で
、
孤
立

し
た
末
、
利
用
者
を
殺
そ
う
と
し
た
殺
人
未
遂

事
件
の
判
決
が
あ
っ
た
（
懲
役
３
年
執
行
猶
予

５
年
、
求
刑
懲
役
５
年
）。 

こ
の
事
件
の
経
過
を
み
る
と
、
２
０
２
０
年

３
月
２
６
日
に
京
都
地
裁
で
判
決
が
あ
っ
た
、

京
都
府
向
日
市
の
事
件
と
酷
似
す
る
（
判
決
は

求
刑
通
り
の
懲
役
１
年
６
月
と
し
た
上
で
、
執

行
猶
予
３
年
を
付
し
た
）。
向
日
市
の
事
件
は

生
活
保
護
Ｃ
Ｗ
が
、
不
当
要
求
の
末
に
、
利
用

者
が
引
き
起
こ
し
た
死
体
遺
棄
事
件
に
関
与

し
た
事
件
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
米
原
市
の
事

件
を
紹
介
す
る
。 

１ 

判
決
の
概
要 

各
報
道
に
よ
れ
ば
、
Ａ
被
告
は
、
２
０
１
９

年
１
０
月
か
ら
被
害
者
男
性
を
担
当
し
た
が
、

い
わ
ゆ
る
不
当
要
求
に
苦
し
み
、
男
性
と
円
滑

な
関
係
を
築
く
た
め
、
次
第
に
勤
務
時
間
外
の

私
的
な
要
求
に
も
応
じ
る
よ
う
に
な
り
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
投
稿
す
る
た
め
の
動
画
撮
影
の

手
伝
い
な
ど
を
頼
ま
れ
引
受
け
て
い
た
。
Ａ
被

告
は
手
伝
い
を
止
め
た
い
な
ど
男
性
に
申
し

出
た
が
同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
つ
い

に
殺
害
を
決
意
し
、
同
年
１
２
月
２
４
日
夜
、

長
浜
市
の
自
動
車
内
で
、
男
性
の
腹
部
を
包
丁

で
刺
し
、
全
治
約
１
０
日
間
の
け
が
を
負
わ
せ
、

殺
人
未
遂
な
ど
で
起
訴
さ
れ
た
。 

判
決
は
、
被
告
が
動
画
撮
影
に
つ
い
て
家
族

や
上
司
に
相
談
す
る
な
ど
の
選
択
肢
を
取
ら

ず
、
男
性
を
殺
害
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、「（
犯
行
動
機
は
）
短
絡
的
で
身
勝
手
」
と

断
じ
る
一
方
、
業
務
の
過
重
な
負
担
や
男
性
か

ら
の
度
重
な
る
理
不
尽
な
要
求
に
追
い
詰
め

ら
れ
た
末
の
犯
行
と
認
め
、「
経
緯
や
動
機
は

相
当
程
度
同
情
の
余
地
が
あ
る
」
な
ど
と
し
て
、

懲
役
３
年
執
行
猶
予
５
年
（
求
刑
懲
役
５
年
）

と
し
た
。 

２ 

事
件
に
至
る
経
過 

 

Ａ
被
告
は
、
２
０
１
９
年
１
０
月
に
同
僚
の

生
活
保
護
Ｃ
Ｗ
が
、
本
件
被
害
者
男
性
か
ら
の

不
当
要
求
の
た
め
病
気
で
休
職
し
た
こ
と
か

ら
、
米
原
市
の
生
活
保
護
世
帯
約
１
４
０
世
帯

を
一
人
で
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
生
活
保

護
Ｃ
Ｗ
は
、
保
護
世
帯
８
０
世
帯
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
（
社
会
福
祉
法
１
５

条
１
項
２
号
）、
Ａ
被
告
は
約
１
．
７
倍
以
上
の

世
帯
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

Ａ
被
告
は
、
男
性
の
対
応
に
苦
し
み
な
が
ら

仕
事
を
続
け
た
理
由
を
「
逃
げ
た
ら
Ｃ
Ｗ
が
い

な
く
な
る
。
ど
ん
な
手
を
使
っ
て
も
続
け
な
け

れ
ば
と
思
っ
た
」
と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
、

男
性
へ
の
機
嫌
取
り
で
男
性
の
動
画
撮
影
に

協
力
し
、
深
夜
や
休
日
ま
で
呼
び
出
さ
れ
る
こ

と
な
ど
が
続
く
に
及
び
、
Ａ
被
告
は
、
犯
行
動

機
を
「（
男
性
か
ら
）
解
放
さ
れ
た
い
と
思
い
、

普
通
の
判
断
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
精
神

状
態
に
至
っ
た
。
ま
た
、
Ａ
被
告
は
男
性
を
担

当
す
る
前
の
２
０
１
８
年
秋
と
２
０
１
９
年

６
月
に
人
員
削
減
な
ど
で
業
務
量
が
増
え
精

神
科
で
適
応
障
害
と
診
断
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
被

告
は
Ｃ
Ｗ
の
増
員
を
上
司
に
願
い
出
て
い
た

が
、「
人
が
足
り
な
い
」
と
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

な
い
。
判
決
は
、
米
原
市
の
対
応
に
つ
い
て
「
配

慮
が
十
分
に
さ
れ
ず
、
負
担
が
飛
躍
的
に
増
し

て
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
っ
た
」
と
指
摘
し
た
。 

３ 

事
件
の
検
討 

 

～
小
規
模
福
祉
事
務

所
Ｃ
Ｗ
の
受
難 

本
件
と
向
日
市
の
事
件
と
の
共
通
点
は
、
ま

ず
、
元
暴
力
団
関
係
者
等
に
よ
る
不
当
要
求
が

原
因
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
担
当
世
帯
等
の

多
さ
（
向
日
市
の
Ｃ
Ｗ
も
１
１
０
世
帯
を
担
当

し
て
い
た
）
に
よ
る
過
重
負
担
が
重
な
り
、
不

当
要
求
に
対
す
る
福
祉
事
務
所
の
組
織
と
し

て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
な
く
、
Ｃ
Ｗ
が
一
人
で

不
当
要
求
を
抱
え
込
ん
で
い
た
こ
と
、
勤
務
時

間
外
に
も
利
用
者
の
個
人
的
要
求
に
対
応
し

て
い
た
こ
と
、
こ
う
し
た
積
み
重
ね
の
末
の
事

件
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
両
人
が

起
こ
し
た
犯
罪
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
が
（
ち
な
み
に
両
人
と
も
懲
戒
免
職
と

な
っ
て
い
る
）、
判
決
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
い

わ
ば
、
不
当
要
求
者
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
き
職

場
の
板
挟
み
に
苦
し
み
、
個
人
的
に
不
当
要
求

を
解
決
し
よ
う
と
し
た
末
に
犯
罪
に
手
を
染

め
た
「
被
害
者
」
と
し
て
の
側
面
は
否
定
し
が

た
い
。 

ま
た
、
両
被
告
が
勤
務
し
て
い
た
福
祉
事
務

所
は
、
米
原
市
が
２
人
の
Ｃ
Ｗ
、
向
日
市
が
５

人
の
Ｃ
Ｗ
を
標
準
数
と
す
る
小
規
模
事
務
所

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
小
規
模
事
務
所
の
場
合
、

対
人
支
援
で
あ
る
複
雑
な
生
活
保
護
業
務
に

つ
い
て
の
蓄
積
が
な
さ
れ
に
く
く
、
困
難
事
例

へ
の
対
応
に
支
障
を
来
す
場
合
が
少
な
く
な

い
。 両

事
件
の
共
通
性
を
踏
ま
え
、
小
規
模
福
祉

事
務
所
に
お
け
る
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
の
仕
事
の
あ
り
方
等
も
勘
案
し
た
、
米
原
市

当
局
に
よ
る
事
件
の
検
証
が
急
務
と
い
え
よ

う
。 

  

      

 

京
都
市
６
３
条
返
還
審
査
請
求
事
件
、
実

質
勝
利
！ 

 
 

弁
護
士 

吉
田
雄
大 

１ 

事
案
の
概
要 

Ａ
さ
ん
（
１
９
４
４
年
３
月
生
ま
れ
）
は
、

無
年
金
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
パ
ー
ト
を
し
つ

つ
長
男
と
と
も
に
生
活
保
護
を
利
用
し
て
い

た
。
当
然
な
が
ら
、
Ａ
さ
ん
は
毎
月
の
収
入
申

告
を
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
た
。
後
の
自
己
情
報

開
示
で
得
ら
れ
た
資
料
か
ら
は
、
勤
務
先
か
ら

の
給
与
明
細
の
写
し
と
Ａ
さ
ん
が
用
い
て
い

た
通
勤
定
期
券
の
写
し
が
、
収
入
申
告
書
に
添

付
さ
れ
て
い
た
。 

た
だ
、
収
入
申
告
書
を
つ
ぶ
さ
に
み
る
と
、

「
１ 

働
き
に
よ
る
収
入
」
欄
の
中
に
は
「
総

収
入
」「
就
労
日
数
」
に
加
え
て
「
必
要
経
費
」

欄
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
月
は
各
欄
に

Ａ
さ
ん
の
字
で
数
字
が
記
入
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
必
ず
し
も
徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
別
紙

の
と
お
り
」
と
だ
け
書
か
れ
て
い
る
月
も
あ
っ

た
し
、
全
く
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
月
さ
え
あ

っ
た
。 

ま
た
、
同
申
告
書
の
「
５ 

２
～
４
の
収
入

を
得
る
た
め
に
要
し
た
必
要
経
費
（
有
・
無
）」

欄
は
お
し
な
べ
て
空
欄
、
つ
ま
り
「
有
」「
無
」

の
い
ず
れ
に
も
○
が
さ
れ
ず
、
必
要
経
費
額
の

部
分
も
未
記
入
の
ま
ま
の
月
が
大
半
で
あ
っ

た
。 後

に
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
Ａ
さ
ん
は
ご
自

身
の
住
所
や
名
前
の
ほ
か
に
は
、
漢
字
を
書
く

こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
Ａ
さ
ん
は
目
の
前
の
担

当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
か
ら
言
わ
れ
る
ま
ま
数

字
を
書
き
込
ん
で
い
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
指
示

も
場
当
た
り
的
で
、
福
祉
事
務
所
は
実
際
に
は

Ａ
さ
ん
が
持
参
す
る
給
与
明
細
や
通
勤
定
期

券
を
も
と
に
、
収
入
認
定
及
び
経
費
控
除
の
処

理
を
行
っ
て
い
た
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。 

極
め
つ
け
は
２
０
１
４
年
１
～
２
月
こ
ろ



作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
収
入
申
告
書
で
あ

り
、
作
成
日
付
す
ら
未
記
入
の
状
態
で
綴
ら
れ

て
い
た
。 

２ 

６
３
条
決
定
に
至
る
経
緯 

（
１
）
Ａ
さ
ん
は
２
０
１
４
年
３
月
に
７
０
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
、
京
都
市
敬
老
乗
車
証
の
支

給
対
象
と
な
っ
た
。
京
都
市
条
例
に
よ
れ
ば
住

民
税
非
課
税
者
で
さ
え
月
額
３
０
０
０
円
の

負
担
金
が
必
要
で
、
生
活
保
護
利
用
者
に
限
り

負
担
金
な
し
で
同
乗
車
証
の
利
用
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
負
担
金
見
込
額
通
知

の
前
提
と
し
て
、
担
当
部
署
は
本
人
が
生
活
保

護
を
利
用
し
て
い
る
か
否
か
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
。 

ち
ょ
う
ど
通
勤
定
期
券
の
更
新
時
期
と
重

な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
Ａ
さ
ん
は
誕
生
日

前
に
担
当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
相
談
に
行
き
、

身
分
証
明
書
代
わ
り
に
保
護
受
給
証
明
書
の

発
行
を
受
け
、
そ
の
足
で
敬
老
乗
車
証
を
受
け

取
っ
て
い
た
。 

つ
ま
り
福
祉
事
務
所
は
、
７
０
歳
に
な
っ
た

Ａ
さ
ん
が
敬
老
乗
車
証
を
得
て
交
通
費
が
無

料
に
な
る
と
の
情
報
を
、
二
つ
の
ル
ー
ト
で
得

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。 

（
２
）
敬
老
乗
車
証
発
行
後
の
２
０
１
４
年
４

月
の
収
入
申
告
書
か
ら
は
、「
１ 

働
き
に
よ

る
収
入
」
欄
中
の
「
必
要
経
費
」
欄
は
全
て
空

欄
に
な
り
、
ま
た
、
当
然
な
が
ら
通
勤
定
期
券

の
写
し
も
全
く
添
付
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
し
か

し
福
祉
事
務
所
は
同
月
以
後
も
、
通
勤
定
期
券

相
当
額
（
月
々
９
２
４
０
円
）
の
経
費
認
定
を

続
け
て
い
た
。 

当
時
の
担
当
者
の
心
中
は
知
る
由
も
な
い

が
、
通
勤
費
用
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ

る
か
ら
空
欄
に
し
て
お
け
ば
良
い
と
い
っ
た
、

軽
い
考
え
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ

の
一
方
で
、
上
記
経
費
認
定
継
続
の
結
果
、
保

護
費
は
過
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

（
３
）
福
祉
事
務
所
が
計
算
ミ
ス
に
気
づ
い
た

の
は
約
３
年
後
、
２
０
１
７
年
５
月
こ
ろ
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
福
祉
事
務
所
は
、
過

支
給
分
に
つ
い
て
法
６
３
条
に
よ
る
返
還
決

定
を
検
討
し
て
い
る
と
し
て
、
Ａ
さ
ん
に
自
立

更
生
控
除
の
た
め
の
費
用
と
し
て
何
か
予
定

し
て
い
る
も
の
が
な
い
か
と
尋
ね
て
い
る
。 

し
か
し
、
Ａ
さ
ん
の
場
合
、
返
還
対
象
と
さ
れ

た
３
１
万
円
あ
ま
り
の
お
金
は
過
去
約
３
年

に
亘
る
過
支
給
の
累
積
に
過
ぎ
ず
、
当
然
な
が

ら
日
々
の
生
活
の
中
で
使
い
切
っ
て
し
ま
わ

れ
て
い
た
。
い
ち
お
う
洗
濯
機
の
買
い
換
え
を

断
念
し
た
と
の
Ａ
さ
ん
の
言
葉
が
記
録
上
残

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
実
に
購
入
費
用
を
捻

出
す
る
た
め
に
は
、
今
後
支
給
さ
れ
る
保
護
費 

か
ら
や
り
く
り
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。 

自
立
更
正
控
除
を
一
切
不
要
と
す
る
福
祉

事
務
所
の
判
断
は
い
わ
ば
、「
た
め
に
す
る
決

定
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。 

３ 

審
査
請
求
の
取
り
組
み 

生
健
会
経
由
で
Ａ
さ
ん
か
ら
相
談
を
お
聞

き
し
た
時
点
で
、
審
査
請
求
書
は
提
出
済
み
で

あ
っ
た
。 

ま
ず
は
自
己
情
報
開
示
手
続
を
通
じ
ケ
ー

ス
記
録
を
入
手
し
て
福
祉
事
務
所
の
処
理
の

杜
撰
さ
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
弁
明
書
を
踏

ま
え
た
反
論
書
で
は
、
上
記
２
に
記
載
し
た
事

実
を
徹
底
的
に
「
ね
ち
こ
く
」
指
摘
し
た
。
さ

ら
に
福
祉
事
務
所
の
過
誤
に
よ
る
過
支
給
事

案
に
関
す
る
東
京
地
裁
平
成
２
９
年
２
月
１

日
判
決
の
判
旨
を
引
用
し
て
、
Ａ
さ
ん
に
は
何

の
落
ち
度
も
な
い
か
ら
返
還
決
定
自
体
が
福

祉
事
務
所
の
裁
量
権
を
逸
脱
し
て
い
る
と
指

摘
し
た
。 

ま
た
、
口
頭
意
見
陳
述
の
実
施
に
先
立
ち

「
質
問
事
項
通
知
書
」
を
提
出
し
た
。
そ
の
内

容
を
要
約
、
抜
粋
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な

る
。 

①
収
入
申
告
書
の
作
成
経
緯
・
添
付
資
料 

②
同
申
告
書
内
「
１ 

働
き
に
よ
る
収
入
」
欄

中
の
各
欄
の
裏
付
け
資
料 

③
上
記
各
欄
が
未
記
入
の
場
合
の
扱
い 

④
２
０
１
４
年
４
月
以
降
は
収
入
申
告
書
の

「
必
要
経
費
」
欄
が
例
外
な
く
空
欄
と
な
っ
て

い
る
が
、
如
何
に
し
て
金
額
を
確
認
し
た
の
か 

あ
り
て
い
に
言
え
ば
、
処
分
庁
担
当
者
に
対
す

る
事
実
上
の
反
対
尋
問
を
行
い
た
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
行
政
不
服
審
査
法
改
正
で
審
査

請
求
制
度
が
大
幅
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
口
頭

意
見
陳
述
が
単
な
る
「
意
見
を
述
べ
る
場
」
で

な
く
な
っ
た
こ
と
を
最
大
限
活
用
し
よ
う
と

考
え
た
。 

ま
た
、
Ａ
さ
ん
が
識
字
を
苦
手
に
し
て
い
る

こ
と
も
、
自
己
情
報
開
示
請
求
で
得
ら
れ
た
資

料
か
ら
判
明
し
て
お
り
、
収
入
申
告
書
中
に
も

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
代
筆
し
た
箇
所
が
随
所

に
み
ら
れ
た
。
口
頭
意
見
陳
述
の
場
で
も
、
こ

の
点
を
確
認
す
る
質
問
を
行
っ
た
。 

４ 

審
査
請
求
の
審
理 

口
頭
意
見
陳
述
に
は
福
祉
事
務
所
担
当
者
３

名
が
出
席
し
た
が
、
た
と
え
ば
裁
判
所
で
証
言

す
る
と
き
と
は
大
き
く
異
な
り
、
さ
ほ
ど
防
御

的
な
姿
勢
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
行
政
訴

訟
の
よ
う
に
代
理
人
か
ら
の
「
指
導
」
が
な
い

こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。
さ
す
が
に
正

面
か
ら
ミ
ス
を
認
め
る
こ
と
こ
そ
な
か
っ
た

も
の
の
、
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
あ
り
の

ま
ま
話
し
て
く
れ
た
。 

質
問
後
に
は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
話
も
し
、
今

か
ら
で
も
自
立
更
生
控
除
の
た
め
の
お
金
を

「
貯
め
る
」
形
は
取
れ
な
い
か
と
い
っ
た
話
ま

で
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
別
の
事
情
（
本
稿

で
は
割
愛
す
る
）
が
あ
っ
た
た
め
、
実
際
に
自

立
更
生
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

ま
ま
、
実
に
２
年
以
上
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
。 

審
理
員
意
見
は
棄
却
す
べ
き
と
の
も
の
で

あ
っ
た
が
、
新
た
な
審
査
請
求
制
度
で
創
設
さ

れ
た
行
政
不
服
審
査
会
は
２
０
２
０
年
１
１

月
１
２
日
、「
本
件
審
査
請
求
は
棄
却
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
す
る
審
査
庁
の
判
断
は
、
妥
当

で
な
い
」
と
す
る
答
申
を
行
っ
た
。 

５ 

審
査
会
答
申
の
内
容 

答
申
で
は
、
ま
ず
、
敬
老
乗
車
証
取
得
の
可

能
性
に
つ
い
て
「（
福
祉
事
務
所
が
）
３
年
以
上

も
の
間
気
付
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か

疑
問
が
残
る
」
と
し
た
。
ま
た
、
必
要
経
費
の

認
定
に
つ
い
て
も
、「
平
成
２
６
年
４
月
以
降

は
、
処
分
庁
が
何
を
も
っ
て
通
勤
に
要
す
る
経

費
を
認
定
し
た
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
」
と
し
た
上
で
「
通
勤
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
必
要
な
確
認
を
行
わ
ず
、
漫
然
と
通

勤
に
要
す
る
経
費
の
認
定
を
行
っ
て
い
た
」
と

し
て
、
福
祉
事
務
所
の
判
断
の
杜
撰
さ
を
厳
し

く
指
摘
し
た
。 

そ
の
上
で
、「
処
分
庁
は
、
ど
の
よ
う
な
過
誤

が
あ
り
、
そ
れ
が
な
ぜ
故
意
で
な
い
の
か
、
重

過
失
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
っ
て
、
故
意
又
は
重
過

失
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
本
件
処
分
を
決
定

し
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
点
に

つ
い
て
、
考
慮
す
べ
き
点
を
考
慮
せ
ず
に
本
件

処
分
を
行
っ
た
と
言
う
ほ
か
な
い
」
と
判
断
し
、

「
本
件
処
分
は
、
費
用
返
還
に
係
る
検
討
の
過

程
に
お
い
て
調
査
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
調

査
を
尽
く
す
こ
と
な
く
、
考
慮
す
べ
き
処
分
庁

の
責
任
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
違
法

又
は
不
当
で
あ
る
と
の
評
価
は
免
れ
な
い
」
と

し
た
。 

さ
ら
に
「
付
言
」
末
尾
に
は
、「
自
立
更
正
費

控
除
に
つ
い
て
（
中
略
）
口
頭
意
見
陳
述
の
際

の
発
言
に
も
あ
る
よ
う
に
審
査
請
求
人
が
控

除
不
要
の
旨
を
申
し
立
て
た
の
は
、
現
在
の
資

力
で
は
洗
濯
機
の
購
入
が
不
可
能
で
あ
っ
た

た
め
で
あ
り
、
審
査
請
求
人
の
世
帯
の
経
済
的

事
情
や
自
立
更
生
に
資
す
る
需
要
の
有
無
等

に
つ
い
て
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
」
と
も
述
べ
て
く
れ
た
。 

６ 

現
在
の
状
況 

上
記
行
政
不
服
審
査
会
答
申
を
受
け
、
２
０

２
１
年
１
月
１
５
日
付
け
で
い
わ
ゆ
る
自
庁

取
消
し
が
な
さ
れ
、
法
６
３
条
に
基
づ
く
返
還

決
定
自
体
が
取
り
消
さ
れ
た
。
そ
の
決
定
理
由

に
は
「
就
労
収
入
に
係
る
必
要
経
費
の
認
定
に

過
誤
が
あ
っ
た
た
め
生
じ
た
生
活
保
護
費
の

過
払
額
に
つ
い
て
、
１
の
決
定
に
よ
り
費
用
返

還
を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
決
定
に
至
る
経
過

等
を
再
度
調
査
し
、
検
討
し
直
す
必
要
が
あ
る

た
め
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

現
在
は
こ
の
自
庁
取
り
消
し
を
受
け
、
却
下

裁
決
が
出
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

生
健
会
経
由
で
福
祉
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
新
た
な
返
還
決
定
は
予
定

し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

福
祉
事
務
所
の
過
誤
払
い
を
理
由
と
す
る

６
３
条
返
還
決
定
に
関
し
、
平
成
２
９
年
東
京

地
裁
判
決
の
判
旨
に
沿
っ
た
形
で
行
政
不
服

審
査
会
が
的
確
な
判
断
を
行
っ
た
事
例
と
し

て
紹
介
す
る
。 

 

と 

       


